イラン体制危機 -- 対立の構図と今後の展開 (特集 イラン -- 革命から三〇年目の危機) by 鈴木 均
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れて前回の大統領選挙に立候補 た際、当初はまったく無名であったも関わらず、選挙期間中テヘラン下町出身の庶民派として急速 支持を拡大していった。 その背景には、 ハメネイーの強い支持と革命防衛隊の後ろ盾があったことは疑いない。アフマディ ジャードは当選後の四年間に全国三〇州を二巡して回り 行く先々で住民に直接嘆願書を書かせ、
インフラ整備や社会福祉を手あたり次第に実施してきた。　
しかし国際的な石油価格の異常な高騰を






































法府長官は、七月にアフマディネ ドの罷免したエジェーイー元情報相を八月二四日に検察長官に任命 また八月末 は抗議者 集団公判を主催したテヘ ン検事長官のモルタザヴィーを配置転換して穏健なドウラターバーディー 同職に就けている。　
兄のアリー・ラーリージャーニーは国会



















































月二〇日頃には明け、九月二三日には全国の大学や高校が新学期を迎える。イラン体制側は、この時期に再び国民的な大衆運動が高揚することを最も警戒してい ものと思われ、事実新学期を前 各大学が休校ないし閉鎖を余儀なくさ る ではないかとの観測も盛んに流れている。　
ここで国際的な問題に目を転じると、今
























職　名 名　前 性　別 防衛隊歴 継　続 前　職 学　位 経　　歴　　等 可能性 当　落
教 育 相 ケシャー ヴァルズ、スー サン ○ △ 教育副大臣 PhD △ ×
通 信 相 タキ プーール、レザー 通信会社社長 ○








経 済 相 ホセイニー、
シャムセッディー ン
○ 経済相 PhD ○ ○
外 務 相 モッタキー、マヌー チェフル ○ 外務相 国会議員、在日本および在トル
コ大使。
○ ○
保 健 相 ダストジェルディー 、
マルズィー エ･ヴァヒー ド
○ 婦人科医 国会議員。 ○
協同組合相 アッバ スーィー 、モハンマド ○ 協同組合相 国会議員。 ○
農 業 相 ハリー リヤ ンー、サーデク 大学教員 PhD 農業副大臣。 ○
運 輸 相 ベフバハーニー、ハミー ド ○ 運輸相 PhD 科学技術大学の学部長。 ○
社会福祉相 ア ジーョルルー、ファー テメ ○ 保守派の国会議員 アッバース･パーリーズダール擁
護で批判受ける。
× ×










文化指導相 ホセイニー、モハンマド 科学副大臣 国会議員、テヘラン大学教員。 ○





内 務 相 ナッジャー ル、
モスタファー ･モハンマド





都市開発相 ニ クーザ ドー、アリー アルダビール州知事 アルダビール州都市開発機構長
官。
○









法 務 相 バフティヤ リーー 、モルテザー エスファハーン州知事 国家監獄機構長官。 ○









 3）  「継続」の欄の○は同じ大臣職の継続を、□は別の大臣職からの異動を、△は副大臣職からの昇格を意味する。
 4）  「可能性」とは「国会での承認の可能性」の意味であり、○は発表直後に保守系の『ハバル』紙が承認を予想した候補者、×は同紙が否認を予想した候補者、
△は別の情報から否認が予想される候補者を意味する。
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